
目標

対象

日数 6.5日

時間 42:15

科　目　名 時間数

政策デザインゼミナール 42:15

講師

テーマ

新・産業振興政策の考え方を踏まえた自治体の新たな魅力創出

※「新・産業振興政策」とは、産業部門にとどまらず、市民・都市計画・福祉・教育など広範な部門が連
携し、イノベーションを喚起する環境づくりに取り組む新たな産業振興政策の考え方です。

参加した研修生の声

【令和７年度の研修テーマ】
自治体の新たな魅力の創出
※上記をテーマに、『観光圏づくり』や『若者・女性に選ばれる地域生活圏づくり』等について、周辺自治体や民間
企業等の多様な主体との連携をふまえた事業案を考えます。

【本科生の声】
・エフェクチュエーションや実際に足を運び話を聞くということについては、どんな仕事でも活かすことができる
と思った。
・他の研修と比べて指導内容が細かく、助言の回数も多かったように感じられた。
・講師が要所要所で、道筋を示していただき、メンバーだけでは、広がらなかったであろう範囲まで視野を広げ
ることができた。
・他自治体の違う部署の人たちとここまで密に関われる機会はあまりないので、とても有意義な時間になった。
・新しい視点ばかりで大変ためになった。ボリュームが多いため、人によっては業務が多忙で十分な時間をとれ
ない人もいるのかなと感じた。
・関係者を巻き込みながら政策を積み上げていくことが重要だと感じた。
・自分の自治体だけでなく、自治体の枠を広げれば解決できるのかなど、視野を広くして業務を行っていきた
い。

多摩大学経営情報学部教授　中庭光彦

5　自治体経営研修

政策デザインゼミナール
～新・産業振興政策の考え方を踏まえた自治体の新たな魅力創出～

・自治体が直面している重要な政策課題に関する知識の習得を図る。
・各種情報の収集、活用を行い、地域や組織に潜在する課題を発見し、政策として具体化する能力の
向上を図る。
・他団体職員との交流により、人的ネットワークの形成と、危機意識や改革意識の醸成を図る。

原則として在職５年以上の職員
（産業振興部門、企画部門をはじめ、政策や事業案の立案に携わる方に特におすすめです。）

研修日程 ７/３（金）、７/17（金）、８/28（金）、10/２（金）、11/６（金）、11/20（金）

実施科目

科　目　内　容 方　　法

・新・産業振興政策の政策デザイン
・テーマの分析、調査（アクティブインタ
ビュー）、研究
・事業案の立案、決定
・報告書作成
・成果発表

講　　義
討　　議



・地域政策等を専門とする外部有識者を講師として招き、幅広い知識と深い知見から政策立案の手法について
ご指導いただくゼミナール型の研修です。

・政策デザインとは、公共的問題を解決するための具体的なアイデアと手段をつくり実施する一連の活動を指し
ます。本研修では、ボトムアップで政策環境や政策ニーズの変化に柔軟に対応し、住民や関係者と協働しながら
価値ある政策を創造する政策デザイン人材を育成することを目指します。
・特に今年度は、これまでの産業振興政策とは異なるイノベーション思考の新・産業振興政策の考え方を学びま
す。

・講師と近い距離でコミュニケーションを取りながら進めることができるため、個々の関心や課題に応じた具体
的な助言を受けられる点が大きな特長の研修です。講師や他の研修生との議論を通じて、理解を深めながら学
習を進めることができます。
・研修最終日の成果発表に向けた事業案の検討には、事前調査や事前準備等も必要になりますが、これにより、
研修当日はより密度の高い議論や演習に集中ができ、学習効果を一層高めることができます。
・「事業立案の新たな手法の理解と実践」「グループ研究による新たな気付き」を通して、より実効性のある具体
策を見出し、政策の実現につなげる能力の向上を図ることができます。

※上記の日程以外の0.5日で、調査・研究の一環としてグループで設定したテーマに関連する方々へのインタ
ビューを実施します。
※事業案の立案、報告書の作成の進捗に応じて、任意で最大１日の研修時間を別に設定することもできます。

参加した研修生の声

【基調講義参加者の声】
・政策デザインの特徴やプロセスが計画先行の施策と対比され、大変興味深かった。特にエフェクチュエーション
の概念では、完璧にしてから動こうとするマインドセットがほどかれる感覚があり、政策に限らず視野が広がっ
た。
・地域の特性を活かした若者・女性や観光客を惹きつける施策について具体的な事例と戦略が提示され、地方創
生の新たな視点が学べる内容であった。
・自治体経営研修の基調講義については、幹部職員全員、聴講したほうがよいと思った。
・このテーマに関する情報発信を積極的に行ってもらいたい。

【成果発表会・総括講義参加者の声】
・講師の講評・総括は、グループの発表内容を更に詳細に伝えていて理解しやすかった。
・インタビュー調査により外部の声を聴く大切さが分かりました。
・全体を通じ、地方創生の動きを踏まえた政策形成の上で、多摩地域での広域連携や新たな価値を生み出す視
点など様々な示唆を得られ、非常に勉強になった。
・数カ月間に渡っての研修であるため、受講者にとっては負担のある研修であるが、政策立案の一連の流れや他
自治体の職員と協力して発表まで取り組む過程は、貴重な経験になると感じた。

研修所メッセージ


